
エチュード op.10 

フレデリック・ショパンの「練習曲 Op.10」は、1830年から 1832年にかけて作曲され、

1833年に出版されました。全 12曲から成り、ショパンが最初に出版したエチュード集で

す。この作品集は、技術的な難易度と美しさを兼ね備えており、ピアノ学習者にとって重

要なレパートリーの一つとなっています。それぞれのエチュードには特定の技術的課題が

設定されており、ピアニストに高度な技術を要求します。 

以下に、Op.10の各エチュードについて詳しく説明します。 

1. 練習曲ハ長調 Op.10-1 

• 概要: 

このエチュードは、右手のアルペジオの技術を向上させることを目的としていま

す。ハ長調で始まり、右手が高音域から低音域まで広範囲にわたって移動し

続けるため、手の独立性と柔軟性が試されます。 

• 技術的課題: 

広範囲のアルペジオの連続と、高音域と低音域の移動。 

• 音楽的特徴: 

明るく、力強い響きで、ドラマチックな展開が特徴的です。 

2. 練習曲イ短調 Op.10-2 

• 概要: 

このエチュードは、右手の指の独立性とスピードを強化することを目的としていま

す。特に、右手の 3番指（中指）が忙しく動くことが要求されます。 

• 技術的課題: 

指の速い動きと正確さ。右手の指の独立性と滑らかな運指が求められます。 

• 音楽的特徴: 

軽快でスリリングな音楽で、繊細さと速さが融合しています。 

3. 練習曲ホ長調 Op.10-3 「別れの曲」 



• 概要: 

このエチュードは、感情豊かなメロディが特徴で、技術的な挑戦よりも音楽性が

重視されています。「別れの曲」として広く知られており、ショパンの最も有名な作

品の一つです。 

• 技術的課題: 

左手のリズムとメロディのバランス。感情を込めた演奏が求められます。 

• 音楽的特徴: 

非常に抒情的で、美しい旋律が特徴。メランコリックな雰囲気があります。 

4. 練習曲嬰ハ短調 Op.10-4 

• 概要: 

このエチュードは、急速なパッセージとエネルギッシュなリズムが特徴です。右手

と左手が交互に激しく動き、ショパンのエチュードの中でも特に高い技術が要求

されます。 

• 技術的課題: 

急速なスケールとアルペジオ。手の同時性と精度が必要です。 

• 音楽的特徴: 

激しく、力強いエネルギーを持つ曲。緊張感が持続します。 

5. 練習曲変ト長調 Op.10-5 「黒鍵」 

• 概要: 

このエチュードは、右手が主に黒鍵（♯や♭）のみを使用することから「黒鍵」と

呼ばれています。軽快で華やかな雰囲気が特徴です。 

• 技術的課題: 

右手の黒鍵上での滑らかな動きと、左手の和音とのバランス。 

• 音楽的特徴: 

明るく、快活なメロディが特徴で、軽やかなリズムが印象的です。 

6. 練習曲変ホ短調 Op.10-6 



• 概要: 

このエチュードは、左手がメロディを演奏し、右手が伴奏を担当します。悲しげで

叙情的なメロディが特徴です。 

• 技術的課題: 

左手のレガート奏法と、感情豊かな表現力。 

• 音楽的特徴: 

悲しげでメランコリックな雰囲気があり、深い感情が込められています。 

7. 練習曲ハ長調 Op.10-7 

• 概要: 

このエチュードは、右手の速い指の動きが要求される軽快な曲です。楽しく、遊

び心のある雰囲気が特徴です。 

• 技術的課題: 

右手の指の独立性と速いパッセージの正確さ。 

• 音楽的特徴: 

軽やかで、ウィットに富んだ音楽。非常に活発です。 

8. 練習曲ヘ長調 Op.10-8 

• 概要: 

このエチュードは、右手の急速なスケールとアルペジオが特徴で、滑らかに連

続する音符の流れが重要です。 

• 技術的課題: 

右手のスケール、アルペジオ、滑らかな運指。 

• 音楽的特徴: 

流れるようなメロディが特徴で、エレガントな雰囲気があります。 

9. 練習曲ヘ短調 Op.10-9 

• 概要: 

このエチュードは、左手の重い和音とメロディの独立性が試される曲です。深く、

暗い雰囲気があります。 



• 技術的課題: 

左手の和音の独立性とメロディの表現力。 

• 音楽的特徴: 

重々しく、悲しげな雰囲気が特徴。感情の深さが感じられます。 

10. 練習曲変イ長調 Op.10-10 

• 概要: 

このエチュードは、明るく、華やかなメロディが特徴です。右手と左手が交互に急

速なパッセージを奏でます。 

• 技術的課題: 

左右の手のバランスと、急速な音符の処理。 

• 音楽的特徴: 

明るく、輝かしい音楽で、ポジティブなエネルギーを持っています。 

11. 練習曲変ホ長調 Op.10-11 

• 概要: 

このエチュードは、アルペジオと和音の繰り返しが特徴で、手の柔軟性と音の均

一性が求められます。 

• 技術的課題: 

アルペジオの滑らかな演奏と、和音の均一な響き。 

• 音楽的特徴: 

優雅で、流れるような音楽が特徴で、平和な雰囲気を持っています。 

12. 練習曲ハ短調 Op.10-12 「革命」 

• 概要: 

このエチュードは、ショパンが 1831年のワルシャワ蜂起のニュースを聞いて作曲

したと言われています。右手の急速なオクターブとアルペジオが特徴で、激しい

感情が込められています。 

• 技術的課題: 

右手のオクターブとアルペジオの速さと正確さ。左手の強力な和音のサポート。 



• 音楽的特徴: 

激しく、ドラマチックな音楽。強烈な感情が表現されています。 

ショパンの Op.10のエチュードは、単なる練習曲ではなく、それぞれが独立した音楽作品

としての価値を持っています。それぞれのエチュードは技術的な訓練を目的としながらも、

深い感情と美しさを持ち、ピアノ演奏の芸術性を高めるものです。 
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